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東京都立荏原看護専門学校  

賛藤  茂子   

都立看護専門学校教員概要  

魯3年課程の看護師養成所として7校  

隠学生養成規模1校1学年80名総240名  

隠1校18名の教員定数×7校＝126名  

（うら新人3名末受講者）  

払新人教員以外は全員教員養成講座修了者  

隠全員指導要領専任教員アの該当者  

（臨床経験5年）  

隠幹部教員養成課程修了者14名（教務係長は全   
員修了者）   

◆   
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都立看学教員の質の向上の取り組み  
1．都立看学の教員研修  

1）研修の体系化（表1）  
2）キャリア別達成目標の設定（表2）   

2．専門領域認定制度の設置   

3．自己点検・評価の実施（学校運営・授業）   

4．人事考課制度における自己申告の活用   

（組織目標・職務目標及び評価の自己申告）   

5．業務分担と組織支援  
1）授業分担と組織支援  

2）能力開発学会参加促進・教育実習生指導など   
6．新人教員への支援－プリセプターシップ・新人教員  

研修   

7．養成所看護教員の継続教育の課題  

1．都立看学の教員研修  
㊥ 教員に必要な4つの能力  

看護能力  教育能力  

研究能力   マネジメント能力  

¢ 4つの能力を伸ばす研修の体系化（表1）  

¢ 専任教員のキャl」ア別達成目標の設定（表2）  

e 教員は年度当初に研修計画をたて結果を自己評価・報告  
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撞  

ー研修成果の一部紹介一   

授業能力の向上一授業研究  
◎ 学校を越えた各看護学領域での横断的取組みにより、   

専任教員個々の教育能力の向上を目的に平成15年より  
設置。  

◎ 研修期間月1国幹事校に専門領域の教員が集合し運営。  

◎ 成果：公開授業による授業研究や、教材研究、看護診断や、   
形態機能学導入時等の教案作成など都立7校のスケール  
メリットを生かし、授業に反映させている。  

平成21年度都立看学授業研究会幹事校  

基礎   在宅   成人   老年   小児   形態   

領土或              災害   看護学  看護論  看護学  看護学  看護学  機能学  看護   

学校  板橋   広尾   荏原   南多摩  北多摩   府中   青   

ー研修成果の一部紹介一  

看護実践能力の向上一臨床研修  

◎最新の診療の補助技  打
力
し
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生活の援助技術などの実践を  
高め、その経験を看護教育  通して教員の看護  

に活用することを  、平成15年より設置。  
◎研修期間（下記のいづれかを5年に1回悉皆研修）   

1．長期臨床研修（3ケ月）  
2．短期臨床研修（8～12日）  

◎研修実績（2003年～2008年）   
長期臨床研修28名（延べ）短期臨床研修142名（延べ）  
◎成果：看護診断の実際、術前術後の看護  終末期看護、諸  ヽ  

検垂の介助等が経験でき、自分の臨床   能   力の確  刃  
童  
口仙l  

習指導のポイントの理解、スタッラと由ゴミ王  ケ  

ションがとれるなどの成果をあげている（研修生め報告  

書より）  
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2．専門領域認定制度  
専門領域認定者  

1．教員の専門性を高め看護教育の賀  

の向上を図るため平成16年設置  

2．認定者84名（H20表1参照）  

3．認定基準   

○専門領域論文2本以上   

○教育経馬実年数3年以上   

○臨床経験年数3年以上   

○関連学会に－箇所以上所属  

4．認定後は人事異動・担当科目・学  

会派遣などへの考慮  

基礎看護学   19   

成人看護学   22   

在宅看護論   

老年看護学   9   

母性看護学   13   

小児看護学   16   

精神看護学   4   

■  

教員研修受講状況＊教育技法研修Ⅱ‥享年度は形態機能学2H  

4   5   6   7   8   9  10  皿  12  口   2   3  

月  月   月   月   月  月   月   月   月   月   月  月   

新  新人 教員  
新人教  新人  新人  
員研修  教員  教員  

人  研修  2   研修  研修  研修  
Ⅱ＊  3  4  

教  プリセプターによる指導（1年間授業案・実習指導・学生指導・学校行事など）  

員  
講義  模擬講  →   

義   7コマ  義  11コマ  

A  
実習  1クール目はプリセプターについて  
指導                      2クー  ル目から  一人立ち  

中  
授業研  110  
究  最新医  

堅B  
日  

療事情  
研修   

Ⅱ＊  

中  
教育  

技法  

堅C  Ⅱ＊  

短期臨 床研修 
l   
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陛  

3．教育の自己点検・自己評価の実施  

1．学校運営評価   

（H15年より）   

学校運営の評価を全教員  

Ⅷ広報地域活動、、  Ⅱ教育課程・教育活動  

Ⅷ教職員の育成  皿入卒業対策  

が行い、管理職か  栗
 
 

結
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及び改善  ツ
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ド
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ブ
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策
 
 
 

Ⅵ施設設備 
／  

Ⅳ学生生活支援  

一◆一平成19年度  

－■ト平成用年度  

クにより学校運営への参画   
意識が高まっている  

2．授業評価（H15年より）   

学生による授業評価、教   
員からの結果のフィード   
バック、教員の自己評価に間7   
よって授業の質が向上して   
いる  

Ⅴ管理運営財政  

評価項目（抜粋）  

問1時間配分・構成が良い  

間2説明が具体的  

問3 学生の理解を確認  

問4 質問しやすい  

間5 内容が理解できた  

問6新たな知識を得た  

問7 興味・関心が深まった  

間8 授業を受けてよかった  

4．人事考課制度における自己申告の活用   

○人事考課は職員一人ひとりの能力を最大限に  
生かすことを目的に東京都全体で実施   
○毎年、管理職による組織目標の提示により学  
校のめざすところを共有   
（教育活動・学習支援・就職支援・施設設備の整  

備など）  
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の設定  
校             管理者  

解を深  
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⊂二  

5．業務分担と組織支援   
養成所の教員は実習指導と講義の二つの授業を常に抱  

え、さらに会議や授業準備・採点など過密スケジュール  

が常態化している。学校業務全体の調整によりオーバー  
ワークを防ぎ教員の能力を最大限引き出す必要がある。  
1）授業分担（講義・実習）と組織支援   

①適正な授業分担（専門性・経験・時間数など）   

②担当職務が円滑に行えるよう環境整備  

例：形態機能学の導入・担当者への支援   
→実施機関への研修・学習会への参加・業務の調整  

2）新たな知見の獲得・研鍔に学会参加等への支援  
3）教育実習生受入れ時の業務調整一教員の成長促進  
4）会議の有効活用（教務会・授業案検討会など）   

①情報の共有化は問題解決モラールアップに有効   

②養成所における全員での会議はOJTになり得る。   

③職位・専門性に捉われず誰もが発言できる土壌作り  

■ 瀞  

6．新人教員への支援   
新人教員が、教育活動で戸惑うのは、看護実践者から看  

護教育者として役割が変化することにある。   
講義・実習は、十分な教材解釈や、教育内容の精選を踏  
まえ、学生個々の思考が育まれるよう教育技法を駆使する  
ことが求められる。特に実習指導においては、技術指導や  
臨床側との調整・実習評価などをどのようにしていくのか、  

戸惑うことが多い。   
講義・実習・学生指導などの複合的な業務が同時進行する  

養成所の新人教員には、意図的な組織支援を行い、力量形  
成できるような働き力＼けが必要と考え、都立看学では以下の  

ように新人支援を行っている  

1）プリセプターの配置による役割意向への支援  
（授業案・実習指導・学生指導・学校行事などへの指導）  

2）業務の調整（実習指導・講義時間・時期など）  

3）新人教員研修：年3～4匝】程度の集合研修  12   
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尋  

7．養成所看護教員の継続教育の課題  
1．教員数の充足が大前提！指導要領は最低の数でありこの充   
足が急務。学生に十分な教育ができるよう教員数の検討を  
（教員養成受講済みの）  

2．新人教員への支援強化のしくみづくり（プリセプターシッ   
プ、業務分担の配慮など）‥・それにつけても教員数が必要  

3．教員の実践力・人材確保のために臨床と学校の連携強化のし  

くみづくり（臨床研修の受入れ、人事交流など）  
4．1校で教員の継続教育を行うのではなくブロックを設定し、  
授業研究・学校評価などの共同活動を行える体制作りを  

5．養成所・教員養成講座への経済的支援  

1）教員が本来業務が遂行できるように、図書司書・教務事務■カウンセ  
ラーなどの配置への支援  

2）教員養成研修に出した施設への代替制度（幹部養成・産休・育児休暇  

など非常勤採用等）  

3）学会参加費・研究費などの研錯の機会への支援  
4）教員養成研修機関への経済的支援  13   



表1  

都立看護専門学校職場研修体系図  

都立看護専  

門学校職場  

研修   

◆採用・異動等による新任の専任教員、主任昇任・教諭昇任の専任教員を対象とするもの   



表2 専任教員のキャリア別達成目標  

1～2年   3～5年   6～10年   11年以上   

項目  新人教員   一人前教員   中堅教員   熟達教員   

研修             目達 標成   看護教員として基礎的な実務能  積極的に研讃に励み看護教員とし  看護教員としての専門性を高  学校運営に必要な知識を用いて，看護    力を養う  ての実務能力の向上に努める  め，リーダーシップを発揮し、  教育における諸問題を解決できる   
後輩教員の指導ができる  

1．教育課程編成の基本と原  1．看護並びに教育情報に関心を  1．社会の情勢と専門領域の情  1．社会の情勢と看護教育の動向につ  教育技法  
則，運営方法を理解できる。  もち必要な情報を収集整理できる  朝に精通し、教育目的、目標に  いて展望でき，保助看法、養成所指定  研修  
2．看護ならびに教育情報に関  2．教育課程編成のための諸条件  沿った教育課程の編成ができ  

る。  る。  
る。  し、活用できる。  2．保助看法、養成所指定規則   

教 ゴー 日  きる。   3．現行の教育課程の問題点を認識  
課  4．保助看法、養成所指定規則と  3．現行の教育課程を分析し、  し、改善のための方策を程奏できる。  

程  教育課程との関係について理解で  4．スタッフに対して適切な指導、助  
きる   言ができる。  

5．学生の卒業時の到達目標を明示  
し、到達状況を分析できる。  

1．教材観・学習者観・指導観  1．授業設計の基本をふまえて意  1．社会の情勢と専門領域の情  1．学生集団の学習状況を的確に判断  教育技法  
のもとに授業設計ができる。  図的な計画ができる。   報を積極的に収集し、授業に役  し、効率的・効果的な授業を展開で  研修  
2．授業評価を実施し授業の改  2．学習者のニ」ドを理解し、授  立てることができる。   き、スタッフに指導できる。  
善につなげられる。   業内容や授業方法の工夫ができ  2．学生の学習状況・授業に係  2．学生の自発的な学習力を刺激し、  
3．実習の目標を理解し、指導  る。   わる諸問題を分析し、創意のあ  看護への動機付けを高めるとともに指  
享受  
る。  善方法を見いだせる。   

教 悶  
4．実習指導者と教 し、看護への動機を高められる  る   4．実習目標が達成できるよう、実習   

力  5．実習施設の実態を把握し，実  4．指導効果を客観的な方法で  施設との連絡調整が円滑にできる。  

実  
習目標に到達できるよう個別的な  測定し，自己の授業を分析的に  5．実習指動こついて教員の相談・助  

施   
指導ができる。   評価できる。   言ができる。  
6．実習指導者と教員の役割を明  5．実習指導者との調整を円滑  6．実習目標に沿った適切な実習施設  
確にし、協力体制を整えられる  にでき、協力体制を整えられ  

る。   きる。  

学生の不安・悩みに気付き，受  1．学生の不安・悩みに気付き，  1．学生の不安・悩みに気付き，  1．適切な学生指導ができるように，  教育技法  
容的態度で聴ける。   受容的態度で聴ける。 受容的態度で聴ける。   スタッフを指導できる。   研修  

2．問題を持つ学生に個別に対応  2．問題を持つ学生に個別に対  2．問題を抱える学生に対し、迅速・  
し、解決策を示すことができる。  応し、解決策を示すことができ  

る。  3．学生集団の傾向を的確に判断し、  

生  3．学生指導のついて後輩教員へ  
の相談・助言ができる。   解決を方向付けることができる。  

指  
導  4．適切な学生指導態勢を作り、学び  

やすい学校環境をつくることができ  
る。   

看護  対象に必要な看言姜を提供できる。  臨床研修   
1．専門分野の最新情報を収集  1．専門分野の研究論文を批判的  1．日々の教育活動の中に課題  1．研究活動のリーダーとして指導力  研究調  
し、教育に†舌用できる。   に読むことができる。   を見出し、研究に取り組める。  を発揮できる。   査・看護  
2．グループ研究等に参加し、  2．グループ研究等に参加し、論  2．学会等において専門領域の  2．看護学の各分野の知識を総合的に  教育研究  
論文作成に寄与できる。   文作成に寄与できる。   発表実績がもてる。   有し、教員の研究活動へのアドバイ  

研究能  
ス、コーディネイトができる。  

力  
3．自己の専門分野に精通し、常に最  
新情報を活用し、研究者として一定の  
認知を受けている。  
4．学会に所属し、常に専門分野の看  
譲研究に取り組むことができる。   

1．学校運営の一員としての責  1．学校運営の一員としての責任  1．組織目標の達成に向けて、  1．保助看法、養成所指定規則に基づ  教員研修  
任を自覚し、服務規律を遵守で  を自覚し、含む起立を遵守でき  率先して行動しリーダーシップ  いた効率的・効果的な学校運営にむけて  
きる。   る。   が発揮できる。   展望を持ち、スタッフを指導できる  
2。保助看法、養成所指定規則  2。保助看法、養成所指定規則に  2．保助看法、養成所指定規則  2．組織目標の達成に向けて、内外の  
における養成所の位置づけを理  おける養成所の位置づけを理解で  に基づいた学校運営ができる。  関係者と折衝・調整が良好にできる。  

学校運 営（マ  きる。   3．学校運営に主体的に参画で  3．教職員を適切に指導し、能力育成  
。          3．組織目標を理解し職責を果  3．組織目標を理解し職責を果た  きる。   ネジメ  を 図 る こ と が で き る 
たすことができる。   すことができる。   

ント能  
。        4．組織の一員として関係職員  4．突発的な事態に対し危機管理能力  

力）  
4．学校運営（予算・人事・組  と協力し，自発的に良好な人間  発揮し、冷静な判断と適切な対応がで  
織）のルールを理解できる  関係を調整できる。   きる。   
5．組織の一員として関係職員と  
協力し，自発的に良好な人間関係  
を維持できる  

うだ   




